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内    容
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

平
成
三
十
一
年
三
月
末

日
の
任
期
満
了
に
合
わ
せ
、

新
た
な
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を

募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

２
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　
　
　
　

 

＊

　

委
員
視
察
研
修
に

　
　
　
　
　

参
加
し
て

  

七
月
十
日
・
十
一
日
に

福
島
県
白
河
市
で
実
施
し

た
平
成
三
十
年
度
委
員
視

察
研
修
の
概
要
に
つ
い
て
、

大
竹
玲
子
農
業
委
員
が
報

告
し
ま
す
。

　
　
　
　

 

＊

  

委
員
潜
入
レ
ポ
ー
ト

　

七
月
二
日
に
開
催
さ
れ

た
、
中
東
蒲
原
指
導
農
業

士
会
現
地
研
修
会
に
佐
藤

英
一
農
業
委
員
が
参
加
し

ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

「おいしいブドウが実りました」(秋葉区新保地区ブドウ園）



新潟市秋葉区農業委員会だより (２)

●新潟市秋葉区農業委員会の農業委員

　農地に係る許認可、農地利用の最適化の推進に係る業務を行う農業委員を募集します。

募集人員　16 人

対　　象　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌

　　　　　に関する事項に関し、その職務を適切に行うことができる方

任　　期　平成 31 年 4 月 1 日～平成 34 年 3 月 31 日

報　　酬　43,000円以内 (月額 )

応募方法　団体や個人からの推薦、自ら応募　※所定の様式を提出してください。

　　　　　くわしくは募集要項をご覧ください。

募集期間　平成 30 年 10 月 1 日（月）～ 10 月 31 日（水）

 【お問い合わせ】新潟市農林水産部農林政策課　℡025-226-1764

●新潟市秋葉区農業委員会の農地利用最適化推進委員

　担当区域において、農地利用の最適化の推進に係る業務を行う農地利用最適化推進委員を募集します。

募集人員　16 人　※担当区域ごとに募集します。区域の詳細は募集要項をご覧ください。

対　　象　農業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の農業委員会の所掌

　　　　　に関する事項に関し、その職務を適切に行うことができる方

任　　期　委嘱の日（平成 31 年 4 月初旬）～ 平成 34 年 3 月 31 日

報　　酬　40,000円以内 (月額 )

応募方法　団体や個人からの推薦、自ら応募　※所定の様式を提出してください。

　　　　　くわしくは募集要項をご覧ください。

募集期間　平成 30 年 10 月 1 日（月）～ 10 月 31 日（水）

 【お問い合わせ】新潟市秋葉区農業委員会事務局　℡0250-25-5571

  ※両委員の募集要項は、農業委員会事務局、秋葉区産業振興課で配布します。

　  また、新潟市ホームページからもダウンロードできます。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
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七
月
十
日
・
十
一
日
、
一
泊
二
日
の
日

程
で
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
、
事
務
局
、
総
員
二
十
一
名
で
福
島

県
白
河
市
へ
研
修
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。

　

一
日
目
は
、
農
作
業
受
託
、
農
業
経
営
、

農
産
物
の
生
産
加
工
販
売
等
の
事
業
を
行

う
た
め
、 

Ｊ
Ａ
し
ら
か
わ
の
子
会
社
と
し

て
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
設
立
さ
れ
た

㈱
Ｊ
Ａ
し
ら
か
わ
ア
グ
リ
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
主
力
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
破
損
し
、
水
田

へ
の
用
水
供
給
が
不
可
能
と
な
り
、
水
稲

の
作
付
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

大
豆
百
十
三
㌶
を
始
め
、 

ソ
バ
、
ハ
ト
ム

ギ
、
燕
麦
等
、
合
計
約
五
百
㌶
の
転
作
団

地
を
形
成
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

作
付
不
能
と
な
っ
た
田
を
転
作
団
地
に

形
成
す
る
ま
で
、
一
カ
月
と
い
う
短
期
間

で
大
豆
生
産
計
画
や
収
益
試
算
表
な
ど
を

作
成
し
、
農
家
へ
の
説
明
会
を
開
催
し
た

り
、
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
の
加
入
を
呼

び
か
け
る
な
ど
、
並
々
な
ら
ぬ
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大
豆
畑
は
道

路
の
両
脇
に
十
ア
ー
ル
ほ
ど
の
大
豆
畑
が

あ
る
の
み
で
、
数
十
ア
ー
ル
の
ま
と
ま
っ

た
団
地
を
想
像
し
て
い
た
だ
け
に
、
こ
れ

ま
で
の
苦
労
と
努
力
を
思
う
と
、
し
ら
か

わ
ア
グ
リ
の
益
々
の
発
展
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
 

二
日
目
は
、
Ｊ
Ａ
東
西
し
ら
か
わ
の
「
み

り
ょ
く
満
点
や
さ
い
の
家
（
植
物
工
場
）
」

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

外
気
を
一
切
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
、
蛍

光
灯
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
や
エ
ア
コ
ン
等
を
用
い
て

「
完
全
人
工
光
型
水
耕
栽
培
」を
行
っ
て
い

る
施
設
で
す
。

　

こ
の
取
組
み
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

は
、
何
よ
り
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事

故
に
伴
う
地
域
農
産
物
に
係
る
放
射
性
物

質
の
風
評
被
害
の
払
拭
に
あ
り
ま
し
た
。

 
 

ま
た
、
既
に
取
り
組
ん
で
い
た
農
産
物

の
持
つ
機
能
性
や
健
康
に
役
立
つ
も
の
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
み
り
ょ
く
満
点
」
農
産
物
と
植
物
工
場

で
栽
培
す
る
機
能
性
成
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
た
野
菜
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
っ
た

か
ら
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
三
月
か
ら
本
格
稼
働
し
、

ミ
ニ
白
菜
・
レ
タ
ス
類
を
中
心
に
一
日
当

た
り
三
千
株
生
産
で
き
、
種
ま
き
か
ら
三

十
五
日
程
度
で
収
穫
と
な
る
た
め
、
計
画

的
生
産
が
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
密
閉
さ
れ
た
室
内
で
の
栽
培
で

あ
り
、
病
気
や
虫
な
ど
の
心
配
が
な
く
、

無
農
薬
栽
培
の
た
め
洗
わ
ず
に
食
べ
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

私
と
し
て
は
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
に

使
え
ば
大
変
便
利
な
商
品
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。

　

お
み
や
げ
の
フ
リ
ル
レ
タ
ス
を
帰
り
の

車
中
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
苦
み
や
え

ぐ
み
は
殆
ど
な
く
、
優
し
い
味
で
、
少
人

数
家
族
や
時
間
の
な
い
共
働
き
家
庭
な
ど

に
と
っ
て
は
便
利
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　

生
産
コ
ス
ト
と
流
通
コ
ス
ト
の
削
減
に

向
け
て
採
算
性
を
考
え
た
と
き
、
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
今

後
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

委
員
視
察
研
修
に
参
加
し
て

秋
葉
区
農
業
委
員

      

大
竹　

玲
子

土
屋
庄
一
委
員
ご
逝
去

二
年
四
か
月
に
わ
た
り
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
し
て
本
市
の

農
業
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た

土
屋
庄
一
さ
ん
が
七
月
二
十
三
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
哀
悼
の
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。



大　

麦

8.0

ミ
ノ
リ
麦
・

ゆ
き
み
六
条
等

里　

芋

0.5

大
和
早
生

枝　

豆

3.0

湯
あ
が
り
娘
等

ね　

ぎ

0.3

ホ
ワ
イ
ト
ス
タ
ー

等

施　

設

ト
マ
ト

0.03

ア
ン
ジ
ェ
レ

麗
月

そ
の
他

0.67

か
ぼ
ち
ゃ

み
ょ
う
が
等
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佐
藤
農
業
委
員
が
平
成
三
十
年
七
月
二
日

に
開
催
さ
れ
た
、
中
東
蒲
原
指
導
農
業
士

会
現
地
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

潜
入  

レ
ポ
ー
ト

 
 

今
回
の
取
材
先
は
、
新
潟
農
業
普
及
指

導
セ
ン
タ
ー
内
に
事
務
局
の
あ
る
中
東
蒲

原
指
導
農
業
士
会
の
現
地
研
修
会
で
す
。

　

研
修
会
で
は
、
秋
葉
区
市
之
瀬
地
区
に

あ
る
長
井
農
園
と
岡
田
地
区
の
㈱
白
銀
カ

ル
チ
ャ
ー
を
訪
問
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
進

的
な
取
組
み
や
技
術
な
ど
に
つ
い
て
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で

㈱
白
銀
カ
ル
チ
ャ
ー
の
現
地
研
修
会
に
つ

い
て
の
み
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　

　

平
成
二
十
五
年
に
経
営
の
強
化
と
若
者
・

後
継
者
の
就
職
先
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
雇

用
の
場
と
す
る
た
め
有
限
会
社
か
ら
株
式

会
社
に
変
更
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

株
式
会
社
化
に
よ
り
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
高
い
収
益
力
を
追
求
す
る
と
と

も
に
、
実
証
試
験
研
究
と
し
て
Ｖ
溝
乾
田

直
播
種
、
大
豆
狭
畔
栽
培
、
遠
隔
管
理
自

動
給
水
栓
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と

話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
積
極
的
な
麦
・
大
豆
生
産
を
進

め
て
お
り
、
今
で
は
、
大
豆
の
面
積
が
水

稲
の
面
積
を
超
え
て
い
る
状
況
で
す
。

　

今
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
も
ち
麦
も
生

産
し
収
益
を
あ
げ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
後
の
経
営
方
針
と
し
て
、
水
稲
、
大

豆
、
大
麦
の
土
地
利
用
作
物
を
中
心
に
規

模
拡
大
し
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
研
究
機

関
の
新
技
術
や
機
械
の
開
発
に
協
力
し
、

い
ち
早
く
そ
れ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
一

層
の
コ
ス
ト
削
減
・
作
業
の
効
率
化
を
図

る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
社
に
は
、
会
社
経
営
が
安
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
若
者
に
雇
用
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
や
、
地
域
に
あ
る
農
地
の
受
け
皿

機
能
の
役
割
を
発
揮
し
、
地
域
農
業
を
一

層
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
中
心
的
役
割
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
報
告
を
終
わ
り
ま
す
。

農政振興部会長
佐藤 英一

㈱
白
銀
カ
ル
チ
ャ
ー
の

　

主
な
栽
培
品
目
・
面
積
等

品
目

水　

稲

大　

豆

品　

種　

等

面
積（
㌶
）

31.941.4

こ
し
い
ぶ
き　

つ
き
あ
か
り

こ
し
ひ
か
り

エ
ン
レ
イ

里
の
ほ
ほ
え
み

岩
手
み
ど
り

●発行日：毎週金曜日（月４回）

●購読料：１ヵ月７００円（税込み）

●申込み：秋葉区農業委員会事務局まで


